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１．“紀の国わかやま国体”デモンストレーション競技の準備状況。 

10月 25日(月)に和歌山県国体準備課が主催のデモ・スポに関する面談会に安田会長が出席。

開催候補市町村との事前調整の現状と見通しについて協議。2011年の 3月を目途に第１次案を

取り纏めることに決定。 

２．第７回和歌山大会実行委員会(最終) 

   10 月 30 日(土)に本町道場で開催した標記会議には石上、福森、柚岡(太)、由良、瀧本、安

田が出席して最終調整。併せて、「デモ・スポ」準備と「インストラクター養成講習会」の基

本方針を協議・決定。 

３．第７回和歌山大会の結果。 

   11月７日（日）に開催の標記大会へは 自灯館、大友館、有朋館、富翔館、蒼龍館、武心館、

一心塾、天武羅和歌山など 12団体、31名が参加。子供の部の競技では「総当たり制」、大人の

部では一回戦から 3本勝負のト－ナメント制を採用。団体戦で自灯館が代表選手による決定戦

を制して優勝するなど、緊張感と歓声に溢れる楽しい大会でした。出場者、保護者、役員・会

員そして、今回も全面的な協力を頂いた大阪協会事務局(有朋館)の皆さまに感謝します。 

なお、当日、「あさすぽ編集室」の濱本早紀記者による取材が入りました。 

４．第 5回段位審査会（「インストラクター養成講習会」に付属）のお知らせ。 

12 月 11日（土)の午後１時～４時 30分。白浜町立西富田小学校体育館で初段[小太刀]の段

位審査会を行います。受審予定者は串本町(沼谷・後藤・尾崎)、白浜町(石川)、和歌山大学(長

野)の 5 名。その他役員の受審希望者もこれを受け付けます。審査員は石上・福森・安田の 3

名。合格者は日本スポーツチャンバラ協会へインストラクター（Ｂ級）登録をします。 

５．当面の行事予定 

  ①11月 20日(土)：午後 7時～9時（本町道場） 

    第 20回合同稽古会及び第７回和歌山大会反省会。 

②11月 27日（土)：午後１時 30分～4時 30分（白浜町立西富田小学校体育館） 

     「インストラクター養成講習会（第 3回）」：講師：石上・福森・安田 

  ③12月 11日（土)：第 5回段位審査会（白浜町立西富田小学校体育館） 

 

  ♣ 「無」から「愛」へ ♡ 

  剣道界の長老だった笹森順造範士は、米国の神学校を出たキリスト教徒で、剣道も、愛のスポ

ーツだといっている。笹森氏の場合は、竹刀で相手の面や籠手を打つのはあなたのそこにすきが

ありますよ、と示してやる愛情の行為、相手の空虚になっているところを満たしてやることなの

だ、という理由なのである。事実、そういう技がきれいに決まると、打たれた方は不思議にスカ

ッとして、口惜しいと思うより「ナルホド参った!」という爽快な気持ちになるのだ。＜中略＞

合気道や空手などでも、力みのない全身が無理なく働いている技をかけられて投げられると、気

持ちがいいし、全身がすっきりする。 

（ 坪井香譲 著「創造する知・武道」株式会社 ＢＡＢジャパン出版局 発行より抜粋 ）                
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